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近
年
、
障
が
い
者
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
強
み
を

活
か
し
た
社
会
参
加
と
事
業
化
の
取
り
組
み
が
各
地

で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。障
が
い
者
を
は
じ
め
、

多
様
な
人
々
が
力
を
合
わ
せ
全
国
各
地
に
シ
ョ
ッ

プ
を
展
開
す
る
Q
U
O
N
（
久
遠
）
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
障
が
い
者
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
高
付
加
価
値

化
し
商
品
を
つ
く
る
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
な

ど
、
各
地
で
挑
戦
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
寝
た
き
り
で
あ
っ
て
も
在
宅
で
分
身
ロ
ボ
ッ
ト

O
r
i
H
i
m
e
を
介
し
て
接
客
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
カ
フ
ェ

の
よ
う
に
、最
新
技
術
も
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
。

第
一
次
産
業
で
も
、
農
福
連
携
を
は
じ
め
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
の
機
会
を
拡
げ
、
稼
得
機
会
の
創

出
を
図
る
取
り
組
み
が
起
こ
っ
て
い
る
。
だ
が
、
障

が
い
者
の
柔
軟
な
働
き
方
や
社
会
参
加
を
実
現
す
る

に
は
、
経
済
活
動
と
し
て
成
立
す
る
た
め
の
商
品
化

と
販
売
・
流
通
戦
略
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
。

先
日
、
長
崎
県
東
彼
杵
町
で
出
会
っ
た
取
り
組
み

は
面
白
い
。
若
い
世
代
が
集
ま
り
、「
＝
v
o
t
e
」

（
イ
コ
ー
ル
ボ
ー
ト
）
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す

る
。
誰
も
が
等
し
く
参
加
で
き
る
社
会
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
投
票
す
る
よ
う
に
商
品

を
選
ぼ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

元
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
だ
っ
た
レ
ト
ロ
な
店
舗
に

は
、
思
わ
ず
手
に
取
っ
て
買
い
た
く
な
る
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
な

ど
の
雑
貨
や
ア
ー
ト
作
品
が
並
ぶ
。
再
利
用
率
90
％

の
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
紙
の
額
縁
な
ど
、
近
隣
企
業

の
廃
材
等
を
資
源
と
し
て
利
用
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
優
れ
た
商
品
開
発
も
行
わ
れ
て
い
る
。

商
品
は
全
て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
た
ち
が
手
掛
け
る
。
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、

縫
製
や
布
へ
の
印
刷
な
ど
の
製
作
ま
で
を
一
貫
し
て

障
が
い
福
祉
事
業
所
が
行
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚

き
だ
。
東
彼
杵
町
か
ら
佐
世
保
市
の
一
帯
で
、
障
が

い
者
一
人
ひ
と
り
の
特
性
を
踏
ま
え
た
社
会
参
加
と

稼
得
機
会
を
創
出
で
き
る
よ
う
、
複
数
の
事
業
所
が

連
携
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
そ
の
品
質
は
高
く

評
価
さ
れ
、
イ
コ
ー
ル
ボ
ー
ト
の
商
品
は
、
東
京
駅

や
大
阪
の
百
貨
店
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

イ
コ
ー
ル
ボ
ー
ト
は
、
福
祉
施
設
の
モ
ノ
づ
く
り

技
術
の
高
さ
を
世
の
中
に
伝
え
る
こ
と
や
、
企
業
の

廃
材
利
用
を
通
じ
た
環
境
負
荷
の
低
減
、
多
様
な
働

き
方
を
可
能
と
す
る
環
境
創
出
、
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

力
に
よ
り
、豊
か
な
地
域
の
空
間
づ
く
り
を
目
指
す
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

み
、
そ
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
、
楽
し
く
働
き
楽
し

く
暮
ら
す
。
誰
も
が
参
加
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会

の
創
造
に
向
け
て
、
福
祉
政
策
も
「
弱
者
救
済
」
か

ら
「
参
加
と
共
感
」
を
支
え
る
地
域
の
環
境
づ
く
り

へ
と
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

白銀と碧、天空のコントラスト（新潟県湯
ゆ

沢
ざわ

町
まち

）

写真キャプション

標高2,029mの神楽ヶ峰。日
本百名山のひとつである苗場
山をご神体に見立て、神楽を
舞ったことにより名付けられ
たという。積雪期は越後湯沢
のかぐらスキー場からスキー
で登ることができ、山スキー
の入門コースとなっている。

障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
仕
事
を
創
る
環
境

東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学
科
教
授

沼ぬ
ま

尾お

 

波な
み

子こ

活

動

活

動

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
緊
急
要
望
を
実
施

　

－

被
災
町
村
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る
た
め
の
財
政
支
援
等
を
要
請

－

�
�������






⑵

都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
を
開
催

－

自
治
功
労
者
72
名
を
表
彰

－

�
�������






⑷

「
た
だ
い
ま
、
お
か
え
り
」
心
の
ふ
る
さ
と　

長
南
の
実
現
に
向
け
て
＝
千
葉
県
長
南
町
����


⑼

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�������������������������
























⒀

人
と
自
然
が
響
き
あ
い
と
も
に
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
�
��

茨
城
県
城
里
町
長　

上
遠
野　

修
…
⒁
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）

「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」
に
よ
り
、

石
川
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
陸
地
方
の
各

地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
全
国
町
村
会
は
「
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
と
り
ま

と
め
、吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）

が
、
被
災
地
の
矢
田
富
郎
石
川
県
町
長
会

長
（
津
幡
町
長
）、
小
林
則
幸
新
潟
県
町

村
会
長
（
出
雲
崎
町
長
）、
舟
橋
貴
之
富

山
県
町
村
会
長
（
立
山
町
長
）、
杉
本
博

文
福
井
県
町
村
会
長
（
池
田
町
長
）
と
と

も
に
、
１
月
24
日
及
び
25
日
に
関
係
省
庁

及
び
自
由
民
主
党
に
対
す
る
緊
急
要
望
活

動
を
行
っ
た
。

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る

緊
急
要
望
」
で
は
、
被
災
町
村
は
、「
中

山
間
地
域
も
多
く
、
人
員
や
財
政
基
盤
も

脆
弱
で
あ
り
、
国
に
よ
る
格
別
の
支
援
が

不
可
欠
で
あ
る
」
と
し
、
①
行
方
不
明
、

安
否
不
明
と
な
っ
て
い
る
方
々
の
全
力
を

挙
げ
た
捜
索
、
②
必
要
な
物
資
の
支
援
の

継
続
と
各
避
難
所
の
環
境
改
善
に
向
け
た

支
援
、
③
み
な
し
仮
設
を
含
む
仮
設
住
宅

の
早
期
建
設
・
確
保
、
被
災
者
の
住
宅
再

建
等
に
向
け
た
支
援
、
④
２
次
避
難
所
の

広
域
的
確
保
と
２
次
避
難
へ
の
理
解
促

進
、
⑤
道
路
の
早
急
な
復
旧
と
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
及
び
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
の

ほ
か
、
⑥
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
必
要
な

財
政
上
の
措
置
や
⑦
被
災
町
村
の
復
旧
・

復
興
を
加
速
す
る
た
め
の
財
政
支
援
等
を

求
め
て
い
る
。

１
月
24
日
に
は
松
本
剛
明
総
務
大
臣
及

び
渡
海
紀
三
朗
自
由
民
主
党
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
対
策
本
部
本
部
長
代
行
（
政

務
調
査
会
長
）
に
、
翌
25
日
に
は
松
村
祥

史
内
閣
府
防
災
担
当
大
臣
及
び
斉
藤
鉄
夫

国
土
交
通
大
臣
に
面
会
し
、
被
災
町
村
の

現
場
の
窮
状
や
課
題
を
直
接
伝
え
る
と
と

も
に
、国
に
よ
る
万
全
の
支
援
を
求
め
た
。

松村防災担当大臣（右から３番目）

松本総務大臣（右から３番目）

斉藤国土交通大臣（左から３番目）

渡海令和６年能登半島地震対策本部本部長代行（左から３番目）

内閣府

総務省

国土交通省

自由民主党

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
緊
急
要
望
を
実
施

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
緊
急
要
望
を
実
施

―
被
災
町
村
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る
た
め
の
財
政
支
援
等
を
要
請
―

―
被
災
町
村
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る
た
め
の
財
政
支
援
等
を
要
請
―

全
国
町
村
会
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松
村
内
閣
府
防
災
担
当
大
臣
か
ら
は
、

「
道
路
等
の
復
旧
の
た
め
、
全
国
の
建
設

業
に
も
声
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
。
災
害

の
復
旧
に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

松
本
総
務
大
臣
か
ら
は
、「
県
と
も
連

携
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

く
。
財
政
的
な
面
は
、
各
省
が
さ
ま
ざ
ま

な
手
当
て
を
し
て
い
く
中
で
、
地
方
負
担

分
に
つ
い
て
精
一
杯
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
く
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

斉
藤
国
土
交
通
大
臣
か
ら
は
、「
イ
ン

フ
ラ
の
応
急
復
旧
に
つ
い
て
は
、
権
限
代

行
で
地
方
整
備
局
が
全
面
的
に
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
本
格
的
な
復
旧
に
向

け
て
は
、
人
的
な
面
も
予
算
の
面
も
し
っ

か
り
と
支
援
し
て
い
く
。
本
日
こ
の
後
、

政
府
の
『
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
非
常

災
害
対
策
本
部
』
に
お
い
て
『
支
援
の
た

め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
を
と
り
ま
と
め
る
。

旅
行
支
援
も
含
め
、
全
力
を
挙
げ
て
頑

張
っ
て
い
く
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

渡
海
本
部
長
代
行
か
ら
は
、「
お
話
の

あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
き
た
い
。
党
と
し
て
も
、
で

き
る
だ
け
被
災
者
の
皆
さ
ま
が
将
来
を
見

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
・
政
策
を
出
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

令
和
令
和
６６
年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る

年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る

緊
急
要
望

緊
急
要
望

１
月
１
日
に
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
は
、
家
屋

の
倒
壊
、
大
規
模
な
火
災
の
発
生
、
土
砂

の
崩
落
等
に
よ
り
、
２
３
０
名
を
超
え
る

尊
い
命
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
各
地
で

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
発
災
直
後
か
ら
関
係

府
省
一
丸
と
な
っ
て
、
消
防
・
警
察
・
海

上
保
安
庁
・
自
衛
隊
等
の
大
規
模
な
広
域

派
遣
を
は
じ
め
と
す
る
多
方
面
の
被
災
地

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
被
災
地
で
は
、
甚
大

な
住
家
被
害
や
地
盤
の
隆
起
・
沈
下
、
土

地
の
液
状
化
現
象
が
発
生
し
、
ま
た
、
電

気
・
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
道

路
・
橋
梁
・
鉄
道
等
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
携

帯
電
話
基
地
局
等
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
寸
断

に
よ
り
、
今
な
お
不
安
を
抱
え
な
が
ら
不

自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
被
災
者
が
多
数
お
り
、
心
身
の
健
康
へ

の
二
次
被
害
や
災
害
関
連
死
の
増
加
も
強

く
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

被
災
町
村
は
、
被
災
者
の
生
活
支
援
を

は
じ
め
、
地
域
の
生
活
基
盤
の
速
や
か
な

回
復
に
向
け
、
懸
命
の
救
援
・
復
旧
活
動

を
行
っ
て
い
る
が
、中
山
間
地
域
も
多
く
、

人
員
や
財
政
基
盤
も
脆
弱
で
あ
り
、
国
に

よ
る
格
別
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
被
災
町
村
の
状
況
に
鑑
み
、
下
記
の
項

目
に
つ
い
て
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
予
備
費
対
応
等
に
つ
い
て
は
、
迅

速
・
早
期
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

記

１�

．
行
方
不
明
、
安
否
不
明
と
な
っ
て
い

る
方
々
の
捜
索
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
。

２�

．
被
災
地
域
の
状
況
に
応
じ
、飲
料
水
、

食
料
、
医
薬
品
、
生
活
用
品
を
は
じ
め

必
要
な
物
資
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
ト
イ
レ
等
の
衛
生
面
の
確
保
な

ど
各
避
難
所
の
環
境
改
善
に
向
け
た
取

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
。

３�

．
み
な
し
仮
設
を
含
む
仮
設
住
宅
の
早

期
建
設
・
確
保
、
被
災
者
の
住
宅
の
再

建
等
に
向
け
、
全
面
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
。

４�

．
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
、
自
宅
の

復
旧
や
仮
設
住
宅
が
完
成
す
る
ま
で
の

間
、
避
難
所
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
２

次
避
難
所
を
広
域
的
に
確
保
し
、
２
次

避
難
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
。

５�
．
被
災
者
の
避
難
や
救
援
物
資
の
輸
送

等
に
不
可
欠
な
道
路
に
つ
い
て
早
急
に

復
旧
す
る
と
と
も
に
、電
気
・
上
下
水
道
・

通
信
網
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
及
び
鉄
道
・

空
港
・
港
湾
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
早

期
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
。

６�

．
児
童
・
生
徒
、
高
齢
者
、
障
害
者
を

は
じ
め
と
す
る
福
祉
支
援
の
必
要
な
被

災
者
に
つ
い
て
、
心
の
ケ
ア
や
福
祉
避

難
所
の
早
期
確
保
な
ど
万
全
な
支
援
を

講
じ
る
こ
と
。

７�

．
被
災
者
へ
の
支
援
や
災
害
復
旧
の
た
め

の
人
的
支
援
を
拡
充
・
継
続
す
る
こ
と
。

８�

．
膨
大
に
発
生
し
、
災
害
復
旧
及
び
衛

生
・
防
災
上
の
支
障
と
な
る
災
害
廃
棄

物
を
早
期
に
処
理
す
る
た
め
、
処
理
施

設
の
確
保
及
び
被
災
町
村
の
負
担
費
用

に
つ
い
て
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

９�

．
農
林
水
産
業
関
係
施
設
や
中
小
企
業

等
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
今
後

の
地
域
経
済
へ
の
深
刻
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
産
業
へ
の
十

分
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

10�

．
被
災
町
村
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す

る
た
め
、
補
助
制
度
の
創
設
・
拡
充
や

地
方
負
担
に
対
す
る
十
分
な
交
付
税
措

置
な
ど
の
財
政
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

11�

．
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
つ
い
て
、

対
象
と
な
る
被
災
世
帯
を
拡
大
す
る
こ
と
。

12�

．
そ
の
他
、
被
災
町
村
の
災
害
復
旧
及

び
被
災
者
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
に

向
け
て
、
迅
速
か
つ
万
全
の
支
援
を
行

う
こ
と
。
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2024年（令和 6年） 2月 5日　4第3268号

活　動

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

都道府県町村会都道府県町村会
正副会長正副会長交交流会を開催流会を開催
－自治功労者72名を表彰－－自治功労者72名を表彰－

　

全
国
町
村
会
は
1
月
25
日
、
全
国
町
村
会
館

で
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
を
開
催

し
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
等
を
行
っ
た
。

　

交
流
会
に
は
、
都
道
府
県
町
村
会
の
正
副
会

長
、
事
務
局
長
な
ど
約
1
7
0
名
が
出
席
。
は

じ
め
に
吉
田
隆
行
全
国
町
村
会
長
（
広
島
県
坂

町
長
）
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
船
橋
利
実
総
務
大
臣
政
務
官
と
渡
部

孝
樹
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

こ
の
後
表
彰
式
に
移
り
、
自
治
功
労
者
と
し

て
72
名
（
町
村
長
（
3
期
）
41
名
、
退
職
町
村

長
31
名
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
被
表
彰
者
を
代

表
し
て
静
岡
県
小
山
町
長
・
込
山
正
秀
氏
に

吉
田
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　

表
彰
式
の
後
、
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
・

小
泉
武
夫
氏
か
ら
「
農
を
中
心
と
し
た
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。

全 国 町 村 会全 国 町 村 会
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本
日
こ
こ
に
、
都
道
府
県
町
村
会
正
副

会
長
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
船
橋
総
務
大
臣
政
務
官
、
渡
部
全
国

町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
公
務
ご
多
端
の
折
、
ご
臨
席
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
都

道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
多
用
の
中
を
遠
路
ご
出
席
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
交
流
会
は
、
都
道
府
県
町
村
会
の

会
長
、
副
会
長
が
一
堂
に
会
す
る
１
年
に

１
度
の
機
会
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
４

年
ぶ
り
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。
本
交
流

会
が
皆
さ
ま
の
活
発
な
意
見
交
換
等
を
通

じ
て
、
実
り
多
き
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
日
は
、
自

治
功
労
者
の
表
彰
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
町
村
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
ら
に
、
表
彰
の
後
に
は
、
東
京

農
業
大
学
名
誉
教
授
の
小
泉
武
夫
先
生
か

ら
ご
講
演
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
町
村
に
と
っ
て
も
身
近
な
、「
農
」

と
地
域
経
済
を
テ
ー
マ
と
し
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お
聴
き
取

り
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
年
初
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
で
は
、
石
川
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
陸

地
方
の
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
災
害
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
、
被
災
さ
れ
た
地
域
・
住
民
の

皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

全
国
町
村
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
へ

の
要
請
等
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
全
国
の
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

都
道
府
県
及
び
市
と
と
も
に
被
災
自
治
体

に
職
員
を
派
遣
い
た
だ
く
な
ど
積
極
的
に

ご
対
応
い
た
だ
き
、
改
め
て
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
近
年
我
が
国
は
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
、
自
然
災
害
の
頻
発

化
・
激
甚
化
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に

伴
う
物
価
高
騰
な
ど
、
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
私

た
ち
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
も
よ
り
一
層

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
町

村
こ
そ
が
課
題
解
決
の
先
進
地
で
あ
り
、

今
こ
そ
、
小
さ
く
と
も
多
彩
に
光
り
輝
く

町
村
が
先
導
役
と
な
り
、「
地
方
分
散
型

の
国
づ
く
り
」、「
都
市
と
農
山
漁
村
が
共

生
す
る
社
会
の
実
現
」
を
追
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
町
村
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
都

道
府
県
町
村
会
と
の
連
携
を
一
層
強
固
な

も
の
と
し
、
町
村
の
振
興
発
展
や
課
題
解

決
に
向
け
た
活
動
を
引
き
続
き
強
力
に
展

開
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
３
期
６
年
に
わ
た
り
全
国
町

村
会
長
を
務
め
ら
れ
た
荒
木
泰
臣
前
会
長

が
、
昨
年
10
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
荒

木
前
会
長
は
、
在
任
中
、
多
く
の
町
村
に

直
接
足
を
運
び
、
町
村
が
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
、
現
地
の
町
村
長
か
ら
の

生
の
声
を
聴
取
す
る
こ
と
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
の
施
策
へ
結
び
つ
け
る
な
ど
、

町
村
行
政
の
円
滑
な
運
営
と
さ
ら
な
る
発

展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
謹
ん
で
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
ま
す
。
な
お
、
そ
の
優
れ
た
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
、
昨
年
12
月
に
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
「
正
五
位
旭
日
重
光
章
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
皆
さ
ま
に
ご
披
露

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

結
び
に
、
47
都
道
府
県
町
村
会
を
は
じ

め
全
国
９
２
６
町
村
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
、
ご
列
席
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

第3268号5　2024年（令和 6年） 2月 5日

活　動

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

全
国
町
村
会
長

吉よ
し 

田だ　

隆た
か 

行ゆ
き

都
道
府
県
町
村
会
と
の
連
携
を
一
層
強
固
に

会

長

あ

い

さ

つ

会

長

あ

い

さ

つ
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「
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
」

の
開
催
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
能
登
半
島
地
震
に
お
き
ま
し
て

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全

て
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、各
自
治
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
緊
急
消
防
援
助
隊
」
と
し
て
の
消
防
職

員
の
派
遣
や
、
職
員
の
応
援
派
遣
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
発
災
直
後
よ
り
、
緊
急

消
防
援
助
隊
に
よ
る
救
急
・
救
助
、
携
帯

電
話
と
放
送
の
支
障
解
消
、
被
災
自
治
体

へ
の
応
援
職
員
の
派
遣
な
ど
、
全
力
で
災

害
対
応
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
被
災
地
・
被
災
者
の
た
め
に

「
や
れ
る
こ
と
は
全
て
や
る
」
と
の
姿
勢

で
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

改
め
ま
し
て
、
町
村
長
の
皆
さ
ま
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
地
方
自

治
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

総
務
省
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
現
場
の

声
を
踏
ま
え
て
国
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
今
後
も
、
必
要

な
施
策
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
等
が
進
む
中
、

全
国
津
々
浦
々
の
地
域
課
題
に
的
確
に
対

応
し
、
持
続
可
能
で
夢
が
持
て
る
地
域
社

会
を
形
成
す
る
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
自
治
体
に
お
け
る
計

画
的
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
の

促
進
や
、
都
道
府
県
と
市
町
村
等
が
連
携

し
た
推
進
体
制
の
構
築
を
強
力
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
地
域
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
支
え

る
情
報
通
信
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
５

Ｇ
の
都
市
・
地
方
で
の
一
体
的
整
備
や
地

方
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
及
び
維

持
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
取
り
組
ん
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐

付
け
に
関
す
る
総
点
検
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
も
あ
り
、
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
大
切
な
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
、
地
方
団
体
や
関
係

省
庁
と
連
携
し
、
利
活
用
の
拡
充
や
取
得

の
円
滑
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
つ
い

て
は
、
給
与
改
定
に
伴
う
給
与
関
係
経
費

の
増
や
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
化

の
推
進
等
を
踏
ま
え
、
地
方
自
治
体
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
一
般
財
源
総
額
、
地
方
交
付
税
総

額
の
い
ず
れ
も
、
前
年
度
を
上
回
る
額
を

確
保
し
ま
し
た
。

定
額
減
税
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、

地
方
税
の
減
収
に
つ
い
て
、
地
方
特
例
交

付
金
に
よ
り
全
額
国
費
で
補
塡
す
る
な

ど
、適
切
に
地
方
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、来
年
度
の
政
策
課
題
で
あ
っ
た
、

こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
加
速
化
プ
ラ
ン
の
実
施
に
必
要
な
地

方
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

単
独
事
業
の
経
費
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト
分

と
し
て
１
、
０
０
０
億
円
、
ハ
ー
ド
分
と

し
て
５
０
０
億
円
を
増
額
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
過
疎
対
策
事
業
債
に
つ
い
て

は
、
資
材
価
格
等
の
高
騰
に
よ
る
建
設
事

業
費
の
上
昇
等
を
踏
ま
え
、
過
疎
地
域
の

持
続
的
発
展
に
関
す
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
、
令
和
６
年
度
地
方
債
計

画
に
お
い
て
、
対
前
年
度
比
３
０
０
億
円

増
の
、５
、７
０
０
億
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、

個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
に
係
る
制
度
の

詳
細
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
円
滑

な
実
施
に
向
け
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
負

担
調
整
措
置
を
３
年
延
長
す
る
な
ど
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
地
方
公
共
団
体
の

税
収
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
と
と
も
に
、

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的

な
地
方
税
体
系
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
に
つ
い
て
は
、
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
も
懸
命
な
救
出
活
動
に
当
た
っ

た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
や
常
備
消
防
の
充

実
強
化
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防

災
力
の
向
上
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も

に
、
消
防
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
応
援

職
員
を
円
滑
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
被

災
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
、
適
切
に

対
応
し
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
や
地
域
活
性
化
起
業
人
の

拡
充
等
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
自
主
性
・
主
体
性
を
発
揮
し
て
、
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
全
国
町
村
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
本
日
ご
臨
席
の
皆
さ
ま
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

来

賓

あ

い

さ

つ

来

賓

あ

い

さ

つ

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

総
務
大
臣
政
務
官

船ふ
な

橋は
し

　
利と

し

実み
つ
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本
日
、
こ
こ
に
、
都
道
府
県
町
村
会
の

皆
さ
ま
が
一
堂
に
会
し
、「
都
道
府
県
町

村
会
正
副
会
長
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
全
国
の
町
村
議
会
議
長

を
代
表
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
「
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
」
に
よ
り
、
犠
牲
と
な
ら
れ

ま
し
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
と
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
被
災
地
域
の
皆
さ
ま

の
安
全
確
保
、そ
し
て
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
ご
出
席
の
各
都
道
府
県
町
村
会

長
、
副
会
長
並
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
平
素
、
町
村
行
政
の
中
枢
に
あ
っ
て

住
民
福
祉
の
増
進
と
地
域
の
振
興
発
展
の

た
め
、
日
夜
、
献
身
的
な
ご
努
力
と
情
熱

を
注
い
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
ま
し

て
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
日
、
晴
れ
て
自
治
功
労
者
表

彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
す
皆
さ
ま
方
に
は
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
の
被
害
は
、

人
的
に
も
物
的
に
も
甚
大
な
も
の
で
あ

り
、
全
国
の
町
村
に
お
い
て
も
職
員
派
遣

等
の
人
的
支
援
、
救
援
物
資
等
の
物
的
支

援
に
既
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

被
災
地
の
方
々
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
に
は
、
政
府
を
は
じ

め
、
全
国
の
自
治
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、

長
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
我
が
国
に
お
け
る
少
子
高
齢

社
会
の
到
来
は
、
地
方
、
と
り
わ
け
町
村

に
あ
っ
て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
迅
速

な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
、
農
業
・

農
村
政
策
の
一
体
的
な
推
進
も
、
災
害

対
策
の
確
立
と
長
期
的
な
復
興
支
援
と

と
も
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
ま

し
て
、
議
長
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町

村
会
の
皆
さ
ま
と
共
同
歩
調
を
取
り
、
町

村
の
価
値
、
町
村
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
守
り
抜
き
、
将
来
展
望
を
切
り

拓
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

吉
田
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、全
国
町
村
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
り
、
目
的
達
成

に
向
け
要
請
活
動
や
国
の
会
議
の
場
を
捉

え
て
、
町
村
の
声
を
共
に
届
け
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
全
国
町
村
会
並
び
に
各
都
道

府
県
町
村
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご

参
集
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
開
催
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
村
の
将
来
展
望
を
切
り
拓
く

来

賓

あ

い

さ

つ

来

賓

あ

い

さ

つ

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
　
渡わ

た

部べ

　
孝た

か

樹き
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町

村

長

町

村

長
（（
33
期
）
期
）

【
北
海
道
】

松
前
郡
福
島
町
長	

鳴
　
海
　
清
　
春

夕
張
郡
由
仁
町
長	

松
　
村
　
　
　
諭

雨
竜
郡
幌
加
内
町
長	
細
　
川
　
雅
　
弘

増
毛
郡
増
毛
町
長	
堀
　
　
　
雅
　
志

枝
幸
郡
中
頓
別
町
長	

小
　
林
　
生
　
吉

紋
別
郡
西
興
部
村
長	

菊
　
池
　
　
　
博

河
西
郡
更
別
村
長	

西
　
山
　
　
　
猛

目
梨
郡
羅
臼
町
長	

湊
　
屋
　
　
　
稔

【
岩
手
県
】

紫
波
郡
矢
巾
町
長	

高
　
橋
　
昌
　
造

上
閉
伊
郡
大
槌
町
長	

平
　
野
　
公
　
三

【
宮
城
県
】

宮
城
郡
松
島
町
長	

櫻
　
井
　
公
　
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
長	

寺
　
澤
　
　
　
薫

加
美
郡
色
麻
町
長	

早
　
坂
　
利
　
悦

【
秋
田
県
】

南
秋
田
郡
井
川
町
長	

齋
　
藤
　
多
　
聞

【
山
形
県
】

東
村
山
郡
中
山
町
長	

佐
　
藤
　
俊
　
晴

【
福
島
県
】

大
沼
郡
三
島
町
長	

矢
　
澤
　
源
　
成

【
群
馬
県
】

多
野
郡
神
流
町
長	

田
　
村
　
利
　
男

利
根
郡
川
場
村
長	

外
　
山
　
京
太
郎

邑
楽
郡
明
和
町
長	

冨
　
塚
　
基
　
輔

【
埼
玉
県
】

比
企
郡
川
島
町
長	

飯
　
島
　
和
　
夫

秩
父
郡
横
瀬
町
長	

富
　
田
　
能
　
成

【
長
野
県
】

南
佐
久
郡
南
相
木
村
長	

中
　
島
　
則
　
保

下
高
井
郡
木
島
平
村
長	
日
　
䑓
　
正
　
博

【
静
岡
県
】

駿
東
郡
小
山
町
長	

込
　
山
　
正
　
秀

【
愛
知
県
】

北
設
楽
郡
東
栄
町
長	

村
　
上
　
孝
　
治

【
大
阪
府
】

泉
南
郡
田
尻
町
長	

栗
　
山
　
美
　
政

【
奈
良
県
】

宇
陀
郡
御
杖
村
長	

伊
　
藤
　
収
　
宜

吉
野
郡
下
北
山
村
長	

南
　
　
　
正
　
文

【
徳
島
県
】

名
西
郡
石
井
町
長	

小
　
林
　
智
　
仁

【
高
知
県
】

安
芸
郡
北
川
村
長	

上
　
村
　
　
　
誠

土
佐
郡
土
佐
町
長	

和
　
田
　
守
　
也

【
福
岡
県
】

糟
屋
郡
志
免
町
長	

世
　
利
　
良
　
末

【
佐
賀
県
】

杵
島
郡
大
町
町
長	

水
　
川
　
一
　
哉

【
熊
本
県
】

阿
蘇
郡
南
小
国
町
長	

髙
　
橋
　
周
　
二

上
益
城
郡
御
船
町
長	

藤
　
木
　
正
　
幸

球
磨
郡
水
上
村
長	

中
　
嶽
　
弘
　
継

【
宮
崎
県
】

児
湯
郡
木
城
町
長	

半
　
渡
　
英
　
俊

【
鹿
児
島
県
】

熊
毛
郡
中
種
子
町
長	

田
渕
川
　
寿
　
広

大
島
郡
瀬
戸
内
町
長	

鎌
　
田
　
愛
　
人

【
沖
縄
県
】

国
頭
郡
恩
納
村
長	

長
　
浜
　
善
　
巳

国
頭
郡
宜
野
座
村
長	

當
　
眞
　
　
　
淳

退

職

町

村

長

退

職

町

村

長

【
北
海
道
】

瀬
棚
郡
今
金
町
長�

（
５
期
） 

外
　
崎
　
秀
　
人

檜
山
郡
厚
沢
部
町
長�（
４
期
） 

渋
　
田
　
正
　
己

島
牧
郡
島
牧
村
長�

（
４
期
） 

藤
　
澤
　
　
　
克

中
川
郡
美
深
町
長�

（
４
期
） 

山
　
口
　
信
　
夫

常
呂
郡
訓
子
府
町
長�（
４
期
） 

菊
　
池
　
一
　
春

紋
別
郡
滝
上
町
長�

（
４
期
） 

長
　
屋
　
栄
　
一

十
勝
郡
浦
幌
町
長�

（
４
期
） 

水
　
澤
　
一
　
廣

【
宮
城
県
】

黒
川
郡
大
和
町
長�

（
６
期
） 

淺
　
野
　
　
　
元

【
山
形
県
】

最
上
郡
戸
沢
村
長�
（
５
期
） 

渡
　
部
　
秀
　
勝

【
福
島
県
】

石
川
郡
玉
川
村
長�

（
４
期
） 

石
　
森
　
春
　
男

【
茨
城
県
】

猿
島
郡
五
霞
町
長�

（
４
期
） 

　
谷
　
森
　
雄

【
群
馬
県
】

北
群
馬
郡
榛
東
村
長�（
４
期
） 

眞
　
塩
　
　
　
卓

邑
楽
郡
邑
楽
町
長�

（
４
期
） 

金
　
子
　
正
　
一

【
東
京
都
】

西
多
摩
郡
檜
原
村
長�（
５
期
） 

坂
　
本
　
義
　
次

御
蔵
島
村
長�

（
４
期
） 

広
　
瀬
　
久
　
雄

【
山
梨
県
】

南
都
留
郡
鳴
沢
村
長�（
４
期
） 

小
　
林
　
　
　
優

【
長
野
県
】

下
高
井
郡
山
ノ
内
町
長�

（
４
期
） 

竹
　
節
　
義
　
孝

【
岐
阜
県
】

安
八
郡
輪
之
内
町
長�（
４
期
） 

木
　
野
　
隆
　
之

可
児
郡
御
嵩
町
長�

（
４
期
） 

渡
　
邊
　
公
　
夫

【
愛
知
県
】

知
多
郡
美
浜
町
長�

（
５
期
） 

齋
　
藤
　
宏
　
一

【
京
都
府
】

綴
喜
郡
井
手
町
長�

（
７
期
） 

汐
　
見
　
明
　
男

相
楽
郡
和
束
町
長�

（
６
期
） 

堀
　
　
　
忠
　
雄

【
奈
良
県
】

吉
野
郡
黒
滝
村
長�

（
４
期
） 

辻
　
村
　
源
四
郎

【
徳
島
県
】

名
西
郡
神
山
町
長�

（
５
期
） 

後
　
藤
　
正
　
和

那
賀
郡
那
賀
町
長�

（
４
期
） 

坂
　
口
　
博
　
文

【
福
岡
県
】

八
女
郡
広
川
町
長�

（
４
期
） 

渡
　
邉
　
元
　
喜

【
長
崎
県
】

東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
長�（
６
期
） 

一
　
瀬
　
政
　
太

【
熊
本
県
】

上
益
城
郡
嘉
島
町
長�（
10
期
） 

荒
　
木
　
泰
　
臣

天
草
郡
苓
北
町
長�

（
８
期
） 

田
　
嶋
　
章
　
二

上
益
城
郡
甲
佐
町
長�（
４
期
） 

奥
　
名
　
克
　
美

【
宮
崎
県
】

児
湯
郡
都
農
町
長�

（
４
期
） 

河
　
野
　
正
　
和
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�
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：�

静
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県
小
山
町
長
　
込
山
正
秀
氏
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１
．
長
南
町
の
概
要

千
葉
県
長
南
町
は
、
昭
和
30
年
２
月
に
庁

南
町
、
豊
栄
村
、
東
村
、
西
村
の
１
町
３
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
県
都
で
あ
る

千
葉
市
の
南
約
25
㎞
、
茂
原
市
の
南
西
に
隣

接
し
た
位
置
に
あ
り
、
面
積
は
65
・
51
㎢
を

有
し
、
茂
原
市
・
長
柄
町
・
市
原
市
・
大
多

喜
町
・
睦
沢
町
の
２
市
３
町
に
接
し
て
お
り

ま
す
。

温
暖
な
気
候
と
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
緑
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
農
業

を
基
幹
産
業
と
し
、
米
や
蓮
根
等
が
生
産
さ

れ
、
町
の
特
産
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
風
光
明
媚
な
里
山
風
景
と
、
数
多
く
の

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
あ
る
町
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
「
第
５
次
総
合
計
画
」（
令
和

３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
）
を
策
定
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
企
業
・
団
体
等
と

の
協
働
、
連
携
の
も
と
、
町
の
将
来
像
で
あ

る
「
人
と
つ
な
が
り　

地
域
と
つ
な
が
り　

次
代
へ
つ
な
げ
る
『
た
だ
い
ま
、お
か
え
り
』

心
の
ふ
る
さ
と　

長
南
」の
実
現
に
向
け
て
、

３
つ
の
基
本
理
念
、「
豊
か
な
自
然
・
里
山
と

調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
快
適
な
生
活
環

境
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
心
あ
た
た
か

い
交
流
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

よ
り
施
策
を
展
開
し
、
６
つ
の
基
本
方
針
に

よ
り
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
．
町
内
の
４
小
学
校
を
閉
校

長
南
町
が
誕
生
し
た
昭
和
30
年
当
時
は
、

人
口
１
万
５
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

50
年
余
が
経
過
し
た
平
成
20
年
に
は
１
万
人

を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
少

子
高
齢
化
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

▲国指定重要文化財である「笠森寺観音堂」は岩の上に建てられ、回廊からは雄大な房総の山なみを見渡すことができる

千葉県

長南町

長ち
ょ
う

南な
ん

町ま
ち

千
葉
県

「
た
だ
い
ま
、
お
か
え
り
」

心
の
ふ
る
さ
と
　
長
南
の
実
現
に
向
け
て
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り
ま
す
が
、
特
に
本
町
に
お
い
て
は
人
口
減

少
が
著
し
く
、
平
成
22
年
に
は
国
か
ら
過
疎

地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
児
童
数
の
減
少
は
、
町
の
大
き

な
課
題
と
な
り
、
複
数
年
か
け
て
小
学
校
の
学

校
適
正
配
置
検
討
委
員
会
等
の
検
討
を
経
て
、

平
成
26
年
に
町
内
に
４
校
あ
っ
た
小
学
校
を
１

校
に
統
合
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
平
成
29
年
３

月
を
も
っ
て
４
校
を
閉
校
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
各
地
域
の
拠
点
で
あ
り
、
歴
史

あ
る
小
学
校
が
閉
校
す
る
こ
と
は
時
代
の
流
れ

と
は
言
え
寂
し
さ
を
感
じ
た
人
は
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

３
．�

空
き
公
共
施
設
を
活
用
し
た
長

南
町
廃
校
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ス
タ
ー
ト

全
国
的
に
も
少
子
化
の
影
響
を
受
け
廃
校

が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
本
町
で
は
一
度
に

４
校
の
廃
校
活
用
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
企
業
を
誘
致
す

る
た
め
、
町
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

う
な
ど
廃
校
活
用
に
は
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

廃
校
が
生
じ
た
原
因
は
「
少
子
化
・
人
口

減
少
」
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
廃
校
を

活
用
し
て
雇
用
の
創
出
や
交
流
人
口
増
加
と

い
っ
た
地
域
活
性
化
を
図
り
、
移
住
者
・
定

住
者
を
増
や
し
て
、最
終
目
的
と
し
て
は「
人

口
増
加
」
に
結
び
付
け
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、廃
校
に
特
色
あ
る
企
業
を
誘
致
す
る「
長

南
町
廃
校
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

４
．
廃
校
活
用
の
現
状
に
つ
い
て

①
　
旧
東
小
学
校
の
活
用

最
初
に
活
用
が
決
ま
っ
た
旧
東
小
学
校

は
、「
越
後
屋
長
南
東
小
学
校
ス
タ
ジ
オ
」

と
し
て
、
学
校
の
趣
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た

ス
ク
ー
ル
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。学
校
を
舞
台
と
し
た
ド
ラ
マ
や
映
画
、

Ｃ
Ｍ
等
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配

信
等
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
多
様
化
に
よ
り
、
大

勢
の
撮
影
関
係
者
が
長
南
町
を
訪
れ
る
こ
と

に
よ
る
経
済
効
果
、
撮
影
作
品
が
放
映
、
配

信
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ジ
オ
の
ほ
か
に
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
も
月
に
２
回
行
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
度
に
は
役
場
庁
舎
の
建
設
に

伴
う
工
事
着
工
か
ら
完
成
ま
で
の
歩
み
を
１

つ
に
ま
と
め
た
動
画
撮
影
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

②
　
旧
西
小
学
校
の
活
用

旧
西
小
学
校
は
、団
体
向
け
宿
泊
施
設
「
仲

間
と
泊
ま
る
学
校　

ち
ょ
う
な
ん
西
小
」
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
大
で
約
80
名

が
宿
泊
で
き
る
施
設
の
ほ
か
、
併
設
す
る

「
ち
ょ
う
な
ん
西
小
カ
フ
ェ
」
で
は
、
宿
泊

し
な
い
お
客
様
も
ジ
ェ
ラ
ー
ト
等
の
ス
イ
ー

ツ
等
を
気
軽
に
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
交
流
エ
リ
ア
と
し
て
図
書
室

や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
等
も
設
け
ら
れ
て
お

▲最初に活用が決まった「旧東小学校」（左）では、学校を舞台としたドラマ等の撮影やドローンスクール等の活動（右）が行われている

▲�「旧西小学校」（左）は団体向け宿泊施設「仲間と泊まる学校　ちょうなん西小」として活用されるほか、図書室やキッズスペ
ース（右）も設けられ地域交流の場となっている
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り
、
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
　
旧
長
南
小
学
校
の
活
用

旧
長
南
小
学
校
は
、
Ｉ
Ｔ
交
流
施
設
「
長

南
集
学
校
」
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
方
等
へ

の
無
料
相
談
や
、
パ
ソ
コ
ン
の
修
理
、
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
フ
ェ
や
ス
ケ
ボ
ー
ラ
ン
プ
を
併

設
し
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

令
和
５
年
３
月
に
は
町
で
青
少
年
の
健
全
育

成
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
し
た
本
格
的

な
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
整
備
し
、
町
内
外
か

ら
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
交
流
で
き
る
施
設

と
な
り
ま
し
た
。

④
　
旧
豊
栄
小
学
校
の
活
用

旧
豊
栄
小
学
校
は
、
通
信
制
高
校
の
「
精

華
学
園
高
等
学
校　

長
南
茂
原
校
」
と
「
専

門
学
校
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

通
信
制
高
校
で
は
、
多
様
な
生
徒
が
進
路

変
更
し
て
入
学
す
る
と
い
っ
た
学
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。

専
門
学
校
で
は
、全
日
制
の
学
科
と
し
て
、

Ｉ
Ｔ
学
科
、
観
光
学
科
、
文
化
・
芸
術
学
科

の
３
学
科
が
設
け
ら
れ
、
加
え
て
Ｉ
Ｔ
学
科

と
観
光
学
科
に
は
、
通
信
制
の
学
科
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
に
は
専
門
学
校
の
入
学
式

が
行
わ
れ
、
海
外
か
ら
の
学
生
も
多
い
た
め

異
文
化
交
流
も
で
き
る
新
た
な
魅
力
を
も
つ

学
校
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
　
旧
長
南
幼
稚
園
の
活
用

平
成
12
年
に
廃
園
と
な
っ
た
旧
長
南
幼
稚

園
は
、町
内
の
放
置
竹
林
の
竹
を
買
い
取
り
、

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
再
利
用
す
る

「
竹
の
駅
ち
ょ
う
な
ん
」
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

竹
を
配
合
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
再

利
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
や
衛
生
面
に
も
配

慮
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
資
源
を
無

駄
に
し
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
組
に
も
貢
献
し
、
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
そ
の
反
響
は
大
き
く
、
町
内
の
放
置
竹

林
の
解
消
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

▲�「旧長南小学校」（上）は、IT交流施設「長南集学校」としてPCやスマ
ホの無料相談等を行うほか、スケートパーク（下）も整備され、町内外
の方々の交流の場となっている

▲�「旧豊栄小学校」は通信制高校として活用。海外から
の学生も多く、異文化交流も期待されている
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５
．
住
民
や
外
部
か
ら
の
反
響

平
成
29
年
３
月
に
４
校
が
同
時
に
廃
校
し

て
か
ら
、
概
ね
５
年
で
す
べ
て
の
空
き
公
共

施
設
へ
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
や
企
業
の
強
み
を
活
か
し
た
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
南
町
に
人
の
流
れ

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報
も
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
情
報
を

見
た
方
々
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
お

問
合
せ
を
受
け
る
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
末
永
く
長
南
町
に
定
着
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
全
国
か
ら
長
南
町
を
訪
れ
て
い

た
だ
き
、
移
住
・
定
住
に
結
び
付
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

６
．
今
後
の
展
望
と
課
題

地
域
活
性
化
を
目
指
す
廃
校
活
用
の
中
で
、

行
政
と
企
業
の
連
携
や
、
企
業
同
士
の
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
理
想
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
異
業
種
で
あ
っ
て
も
、
地
域
活

性
化
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
た
企
業
が
定
着

す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
反
応
が
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
が
持
ち
味
を
活
か
し
、
地
元
企
業
や
町

と
連
携
し
な
が
ら
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
と
活

気
を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
長
南
町　

企
画
財
政
課　

▲��「旧長南幼稚園」（左）は「竹の駅ちょうなん」として活用され、町内の放置竹林の竹を利用したバイオプラスチック製品（右）
の製造等を行う。SDGsの取組として多方面から注目を集めている

▲豊かな自然が残る同町にはホタルが飛び交う。生息地周辺では、ホタルをはじめとした生態系に配慮した工夫がされている
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（第三種郵便物認可）町 村 週 報13　2024年（令和 6年） 2月 5日 第3268号

ノ
グ
パ
ー
＆
パ
イ
ン
マ
ン

ノ
グ
パ
ー
＆
パ
イ
ン
マ
ン
11
号号

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
錦
町
の
P
R
促
進
を
目
的
と
し
て
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
全
国
か
ら
募
集
し
、

誕
生
し
た
「
錦
太
郎
」
は
、
平
成
22
年

（
2
0
1
0
年
）
に
開
催
さ
れ
た
「
錦
町
ふ
る

さ
と
祭
り
」
に
て
正
式
に
お
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
。
錦
町
で
晩
年
を
過
ご
し
た
と
さ
れ
る

戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
剣
豪
「
丸
目
蔵
人
佐

（
ま
る
め
く
ら
ん
ど
の
す
け
）」
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
い
る
た
め
、
町
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

剣
道
着
と
ち
ょ
っ
と
短
い
竹
刀
を
身
に
つ
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
錦
町
の
特
産
品
で
あ
る

「
梨
」「
桃
」「
お
茶
の
葉
」
を
頭
に
載
せ
、
髪

の
毛
で
九
州
山
地
と
球
磨
川
を
表
現
。
全
身

で
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
『
剣
豪

と
フ
ル
ー
ツ
の
里
』
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。
錦
町
は
も
ち
ろ
ん
、
人
吉
球
磨
地
域
を

は
じ
め
と
す
る
熊
本
県
内
の
各
種
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
等
に
よ
く
姿
を
現
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
笑
顔
で
、
錦
町
の
P
R
促
進
の
た

め
活
動
を
続
け
ま
す
。

　
平
成
26
年
（
2
0
1
4
年
）、
東
村
の
魅
力

や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る

P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
村
民
か

ら
広
く
募
集
し
、
応
募
総
数
63
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
の
が
、「
ノ
グ
パ
ー
」
と
「
パ
イ
ン

マ
ン
1
号
」
で
す
。「
ノ
グ
パ
ー
」
は
、
村
の

鳥
「
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
」
の
特
徴
で
あ
る
赤
い
頭

に
白
い
ラ
イ
ン
の
入
っ
た
茶
色
い
羽
根
、
体

は
村
の
特
産
品
「
パ
イ
ン
」
の
形
と
模
様
で

で
き
て
い
ま
す
。
一
方
、「
パ
イ
ン
マ
ン
1
号
」

は
、
顔
が
「
パ
イ
ン
」、
村
の
花
「
つ
つ
じ
」

の
花
が
つ
い
た
ベ
ル
ト
を
付
け
、「
赤
土
染
め
」

の
マ
ン
ト
を
羽
織
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

（
2
0
1
5
年
）
3
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
33

回
東
村
つ
つ
じ
祭
り
」
で
お
披
露
目
さ
れ
て

か
ら
、
村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
し
て
き

た
「
ノ
グ
パ
ー
」
と
「
パ
イ
ン
マ
ン
1
号
」。

こ
れ
か
ら
も
、
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
や
特
産

品
販
売
イ
ベ
ン
ト
等
、
東
村
の
P
R
活
動
に

参
加
し
て
い
き
ま
す
。

2
0
0
6
年
11
月
生
ま
れ
の
土
の
妖
精
。妖
精
年
齢
17
歳
。

地
球
に
や
さ
し
い
性
格
。
特
技
は
ご
み
を
電
力
と
液
肥
に

変
身
さ
せ
る
こ
と
。
土
の
中
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
化
身
で
あ

る
従
者
「
バ
ク
テ
リ
ー
ズ
」
を
従
え
て
い
る
。
好
き
な
言

葉
は
「
ご
み
は
資
源
」。

剣道が得意で、がんばり屋さんの男の子。
ちょっと短い竹刀で素振りをすることが趣
味、というほど剣道が大好き。剣道以外に
も、ダンスやサッカー、バンジージャンプ
など、さまざまなスポーツに挑戦中。「夏」
と「雨」は苦手。

ノグパー（写真右）の素性は知られてお
らず、謎が多い。パインマン1号（写真左）
は、カラス軍団やイノシシ軍団と闘う自
称正義の味方。腰につけた東村の水を愛
飲している。実は「7号」までいるらしい。
ふたりのイラストがかわいいLINEスタン
プが人気。

　
平
成
18
年
（
2
0
0
6
年
）
11
月
、
ご
み

を
資
源
と
し
て
活
か
す
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
施
設
「
お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー
く
る

る
ん
」
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕

生
し
た
「
く
る
っ
ち
」。
命
の
大
地
を
守
る
こ

と
を
使
命
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、「
く
る

る
ん
パ
ッ
。
ご
み
よ
、
よ
み
が
え
れ
！
」
が

決
め
台
詞
で
す
。「
く
る
っ
ち
」
は
、「
お
お

き
循
環
セ
ン
タ
ー
く
る
る
ん
」の
メ
イ
ン
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
だ
け
で
な
く
、

大
木
町
の
P
R
活
動
に
も
参
加
。
大
木
町
の

魅
力
的
な
場
所
や
人
を
紹
介
す
る
P
R
動
画

「
こ
の
町
が
好
き
だ
よ
」
に
も
出
演
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
資
源
循
環
型
社
会
を
目

指
す
大
木
町
と
「
お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー
く

る
る
ん
」
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

熊本県錦町

福岡県大木町

沖縄県東村

錦
太
郎

錦
太
郎

Vol.137

福
岡
県
大お

お

木き

町ま
ち

沖
縄
県
東ひ

が
し

村そ
ん

熊
本
県
錦に

し
き

町ま
ち

次
回
は
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・
東
北
・
関
東
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

錦
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

く
る
っ
ち

く
る
っ
ち

お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

東
村
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

西
ブ
ロ
ッ
ク

き
ん

　
　た

　
　ろ
う
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城
里
町
は
、
総
面
積
１
６
１
・
80
㎢
、
人

口
１
７
、
２
５
３
人
の
茨
城
県
の
北
西
部
に

位
置
す
る
町
で
す
。
平
成
17
年
２
月
に
旧

常
北
町
、
旧
桂
村
、
旧
七
会
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
町
の
東
部
を
流
れ
る

那
珂
川
沿
い
に
平
坦
な
土
地
が
広
が
り
、

川
に
並
行
す
る
国
道
１
２
３
号
沿
い
に
多

く
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
中
西
部
に

は
八
溝
山
系
の
標
高
２
０
０
ｍ
前
後
の
山

が
連
な
り
、
町
の
総
面
積
の
約
６
割
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
年
間
平
均
気
温
は

13
・
4
度
で
、
東
京
に
比
べ
る
と
２
～
３
度

低
い
で
す
が
、
降
雪
は
年
に
数
回
程
度
で
、

比
較
的
過
ご
し
や
す
い
気
候
で
す
。

町
内
に
は
、「
御
前
山
県
立
自
然
公
園
」

が
あ
り
、
そ
の
一
角
の
御
前
山
と
那
珂
川

の
織
り
な
す
光
景
は
、
京
都
の
嵐
山
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
関
東
の
嵐
山
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内

を
流
れ
る
那
珂
川
、
藤
井
川
流
域
で
は
古

く
か
ら
、
米
や
野
菜
の
ほ
か
、
奥
久
慈
茶

や
猿
島
茶
と
並
ぶ
茨
城
三
大
銘
茶
の
１
つ

で
あ
る
古
内
茶
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
で
、

町
の
特
産
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

町
内
に
は
山
間
地
の
大
自
然
を
活
用
し
た

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

や
、
露
天
風
呂
や
温
水
プ
ー
ル
を
完
備
し

た
健
康
増
進
施
設
「
ホ
ロ
ル
の
湯
」
な
ど

が
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
県
内
外
か
ら
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

廃
校
を
利
活
用
し
た
「
ア
ツ
マ
ー
レ
」

は
、
日
本
初
と
な
る
行
政
機
関
と
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
複
合
施
設
で
す
。
地

域
住
民
の
活
動
や
サ
ッ
カ
ー
選
手
等
と
の

交
流
拠
点
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
る
ほ
か
、
先
進
事
例
と
し
て
全
国
か
ら

の
視
察
も
多
く
受
け
入
れ
る
な
ど
、
町
が

誇
る
有
名
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
国
指

定
重
要
文
化
財
の
薬
師
寺
薬
師
如
来
座
像

と
両
脇
侍
像
や
、
平
重
盛
公
墳
墓
で
知
ら

れ
る
小
松
寺
の
浮
彫
如
意
輪
観
音
像
等
の

文
化
財
、
飛
騨
や
能
代
に
並
ぶ
日
本
三
大

春
慶
「
粟
野
春
慶
塗
」、伝
統
に
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
を
採
り
入
れ
た
「
桂

の
雛
人
形
」
な
ど
の
伝
統
工
芸
が
有
名
で

す
。
古
く
か
ら
続
く
自
然
と
の
調
和
が
生

ん
だ
奇
跡
「
レ
ッ
ド
ポ
ア
ロ
ー
」
は
、
首

都
圏
で
も
根
強
い
人
気
を
誇
る
一
品
で
、

町
内
外
の
方
々
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
日
本
で
初
め
て
確
認
さ
れ
て
以

来
、
約
３
年
に
わ
た
り
感
染
症
対
策
に
翻

弄
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
町
に
お
い
て

は
、
未
就
学
児
の
転
入
超
過
が
続
い
て
お

り
、
出
生
数
よ
り
も
小
学
校
入
学
数
が
多

い
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、
下
水
道

が
整
備
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
住
宅
着

工
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
一
部
に
明

る
い
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
給

食
費
の
無
償
化
な
ど
の
子
育
て
支
援
や
、

土
地
購
入
や
住
宅
建
築
に
対
す
る
補
助
な

ど
の
定
住
支
援
策
が
一
定
の
効
果
を
発
揮

し
た
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
本
町
と
し
て
の
一
大
事
業
で
あ

る
関
東
道
の
駅
第
１
号「
道
の
駅
か
つ
ら
」

建
て
替
え
事
業
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
直
売
所
出
荷
生
産
者
の
高

齢
化
等
の
課
題
解
決
を
目
指
す
と
と
も

に
、
御
前
山
や
那
珂
川
の
恵
み
を
活
か
し

た
「
道
の
駅
か
つ
ら
」
だ
か
ら
味
わ
え
る
、

体
験
で
き
る
と
い
っ
た
魅
力
を
再
発
見
し

て
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
新
た
な
魅
力
づ

く
り
等
が
期
待
で
き
る
、
地
域
と
観
光
の

賑
わ
い
の
場
と
な
る
拠
点
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
と
の
対
話
、
町
民
と
の

協
働
を
図
り
な
が
ら
、
町
の
将
来
像
で
あ

る
「
人
と
自
然
が
響
き
あ
い　

と
も
に
輝

く
住
み
よ
い
ま
ち
」
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
と
自
然
が
響
き
あ
い
　

　
と
も
に
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち

上か

遠と
う

野の

　
修お

さ
む

茨
城
県
城し

ろ

里さ
と

町
長
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　地方公共団体の経営・財務マネジメントを強化し、財政運営の質の向上を図るため、総務省と地方公共団体
金融機構の共同事業として実施している「地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業」について令和６年
度は支援分野を拡充して実施します。ぜひご活用ください。

① アドバイザーの謝金・ 旅費は、地方公共団体金融機構が負担し、直接支払います。
② �アドバイザーは、自治体職員・OB、公認会計士、医師、学識経験者等の専門的人材が務め、それぞれの団体が選択

します。

　令和５年度は約 900 件・3,000 回を超える派遣を行い、ご活用いただいた団体からは、「予算措置なしでアドバイス
を受けられることはありがたい」「標準化 PMOへの入力を予定より早いスケジュールで進めることでき、時間に制約が
ある標準化に向けた作業が大幅に進み助かった」といった声をいただいています。それぞれのニーズに応じて、ぜひご
活用ください。

● ��JFMホームページにおいて、　
「実施の手引き」など、関係
資料を掲載中！

● �活用事例も紹介しています。
ぜひご確認ください。

※�申請に際しては、本事業のWebシステムをご利用いただきます。
使い方等については、下記HPで公表しているマニュアルを参考
にしてください。

▼　地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業

経営・財務マネジメント強化事業 検索

https://www.jfm.go.jp/support/development/keieizaimu.html

令和６年度　地方公共団体の経営・財務
マネジメント強化事業を拡充します！

お問い合わせ先

地方公共団体金融機構

（１）支援分野　※⑦は啓発・研修事業のみで実施

アドバイザーを派遣する支援分野
① 公営企業・第三セクター等の経営改革に関すること
　・DX・GXの取組　　・経営戦略の改定・経営改善　
　・公立病院経営強化プランの改定・経営強化の取組
　・上下水道の広域化等　　・第三セクターの経営健全化
② 公営企業会計の適用に関すること
③ 地方公会計の整備・活用に関すること
④ �公共施設等総合管理計画の見直し・実行に関すること�
（公共施設マネジメント）

⑤ 地方公共団体のDXに関すること
　・情報システムの標準化・共通化
　・DX の機運醸成（拡充）
　・外部デジタル人材の確保（拡充）
　・セキュリティ対策（拡充）　　等
⑥ 地方公共団体の GX に関すること（拡充）
　・地域共生・地域裨益型再エネの立地
　・脱炭素型まちづくり　等
⑦ 首長・管理者向けトップセミナー

（２）支援の方法
市区町村・公営企業に対して継続的に派遣

課題対応
アドバイス
事業

市区町村・公営企業が直面する課題に対して、
当該課題の克服等、財政運営・経営の改善に向
けたアドバイスを必要とする場合に団体の要請
に応じて派遣

課題達成
支援事業

政策テーマの実施に当たり、知識・ノウハウが
不足するために達成が困難な市区町村・公営企
業に、技術的・専門的な支援を行うために派遣

都道府県に対して派遣
啓発・
 研修事業

都道府県が市区町村・公営企業の啓発のため、
支援分野の研修を行う場合に派遣

本事業のポイント

活用団体の声

１ 事業概要

● 令和６年度は切れ目なく申請を受け付けます。
● ��支援決定は４回（４月・７月・10月・１月）を�
予定しています。

※�本事業は、当初の申請受付後において、随時、派遣日時等の変更申請を受
け付ける仕組みとしています。したがって、本事業の活用が見込まれる場
合には、大まかな見通しに基づく計画ベースで申請を行っていただいて差
し支えありません。また、支援決定前であっても、申請内容の確認ができ
たものは、内示を行うことで事業実施可能となっております。

2 申請期間（２月末～ 12月末）

☎ 地方支援部 調査企画課：03-3539-2676   　📧 chihoushien@jfm.go.jp 

1

2

3

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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2024年（令和 6年） 2月 5日　16第3268号

情　報
（第三種郵便物認可） 町 村 週 報

近年、自然災害が増加し、全国各地で甚大な被害が発生しています。中でも、豪雨災害の発生要因
となっている線状降水帯は、今後も多く発生することが予想されています。
毎年多くの避難指示等が発令されますが、発令の約 9 割以上が災害救助法の適用にいたっていませ
ん。未適用となり、住民の避難のために発生した費用は、すべて自治体の財源で賄わなければなり
ません。その財政負担を軽減するのが「災害対策費用保険制度」です。
想定外の自然災害が増加する昨今の状況を踏まえ、住民の生命・身体の保護を図るため、ぜひ災害
対策費用保険制度をご活用ください。

ただし、災害救助法の適用を受けた災害は対象
外となります。

※�令和 6年度より、災害救助法第2条第2項の
みの適用を受けた災害は補償対象となります。

避難所の設置費用や飲料水等
の供給費用等が対象！

実際に活用している町村長からは「加入していてよかった」との声が届いています！
梅雨前線に伴う大雨により、避難準備・高
齢者等避難開始を発令。消防団員の出動手
当や庁舎内・避難所に配置した職員の超過
勤務手当などにかかった費用の半額が保険
から支払われ、財政上、助かった。保険の
請求手続きが、それほど煩雑ではないとこ
ろも良かった。

事故概要
台風 10 号の接近に伴い、大雨や暴風による人的被害
発生の可能性があるため「避難勧告」を発令した。避
難所を 9 箇所開設し、583 名が避難。

保険金支払
食料・飲料代、毛布のクリーニング代として約 106
万円、職員の超過勤務手当約 366 万円の合計約
472 万円の保険金が支払われた。

引受幹事保険会社
損害保険ジャパン株式会社　団体・公務開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1　
TEL 03-3349-5408 （受付時間：平日の午前 9 時から午後 5 時まで）

取扱代理店
株式会社千里
〒100-0014 東京都永田町 1-11-32　全国町村会館西館内
TEL 03-5512-4750 （受付時間：平日の午前 9 時半から午後 5 時まで）

保険のおかげで早めに判断で
きたことにより、地域住民へ
の避難指示の呼びかけがス
ムーズに行えた。
また、消防団の出動手当（※）

も保険対象となることから、迷わず要請できた。
※加入している町村が支出した出動手当が対象

災害対策費用保険制度をご活用ください

このご案内は、概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

SJ23-12244（2023.12.26）

災害対策に
役立っています！

●令和 5 年度加入実績
加入団体数 368 団体
加入団体保険料（オプション除く） 329,766,464 円
加入団体保険料平均 896,104 円

●令和 4 年度支払実績
支払件数 224 件
支払保険金 177,120,543 円
支払保険金平均 790,716 円

   詳細は　　　　　　 で検索！ ※加入の申し込み、お問い合わせは、
　お近くの都道府県町村会までご連絡ください。zck 費用保険

●台風による避難勧告等の具体事例
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